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一
今
年
も
′
―
ベ
ル
賞
の
選
考
レ
ー

ズ
が
始
ま
っ
た
。
生
理
学
一
医
学
環

一黙

斃

獅

墾

課

・バ
イ‥‐ボ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
理
事
長

の
早
石
修

（８５
）
に
た
ど
り
つ
ぐ
。

早
石
は
大
阪
大
学
元
学
長
の
山
村
雄

一
と
並
び
日
本
の
生
命
科
学
の
菫
鎮

だ
。
京
都
一本
学
医
学
部
時
代
の
二
十

五
年
間
‐に

教
え
た
六
百
人
近
い
学
生

の
中
か
・一２

‐自‐五
十
人
以
上
の
教
授
が

一誕
生
し
ヽ
全

，国
の
大
学
へ
ｔ
散
ら
ば

”
な
い
中
」
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疫
年

野‐の
研
究

で
活
躍
す
る
京
汰
教
授
０
沐
庶
佑

（田
）
や
ヽ
脳
神
経
科
学
分
野
で
有

名
な
大
板
バ
イ
オ
サ
ィ
エ
ン
ス
研
究

所
所
長
の
中
一空
皇
忠
六
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）
ら
（
ブ

ト鑢
譴
鰊
ｒ

長
を
務
め
た
杉
野
幸
夫
や
、
塩
野
義

製
薬
一

‥副
社
長
を
務
め
た
畑
申
正
一

（７２
）
ら
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
い

日
本
の
製
薬
会
社
の
首
脳
障
に
０
優

秀
な
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
ず

「道
場
」
で
徹‐底
議
論

「握
り
飯
を
食
べ
た
ら
お
な
い
は
●

い
っ
ぱ
い
に
な
る
が
、
単
に
そ
れ
だ

け
。
柿
の
種
を
土
に
埋
め
て
育
て
れ

ば
将
来
、
た
く
さ
ん
実
が
な
る
。
握

り
飯
よ
り
柿
の
種
だ
よ
」
。
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ま
も
な
く
早
石
は
大
阪
大
学
の
恩
師

か
ら
こ
う
言
わ
れ
、
将
来
、
一大
き
く

野翻一時中嗣一一姜倅一一

肇
研
究
機
関
で
ぁ
る
米
日
立
衛
生
研

一け
漸
漱
、
「

九 Ｈｉ
″
０
『
雌
庫
暇
っ
端

十
八
歳
で
京
大
教
授
に
就
任
し
た
。

一誰
恙
』
誘
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「大
学
院
に
入
り
た
い
と
い
う
希

鶴
酷
馨
蝙

一壽
認
絆
語
嬰
譴
藤

会
場
に
は
一人
の学
生
が
し
ょん
ば

一り
と
座
っ
て
い
た
。
細
胞
の

―が

´
ん
化

に
関
係
す
る
酵
素
を
発
見
し
た
元
神

戸
大
学
学
長
２
四
塚
泰
美
だ
っ
た
。

「こ
ん
な
に
優
秀
な
学
生
が
日
本
に

い
る
の
か
」
と
驚
ぃ
た
早
石
は
、
■

本
に
帰
っ
て
き
た
選
択
が
間
違
ぅ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
信
し
た
。

西
塚
は
八
八
年
に
文
化
勲
章
を
受

章
。
〓米‐
篠
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ム

ソ
ン
社
が
独
自
に
選
ぶ
ノ
ー
ベ
ル
生

一理
学
一
医
学
員
候
補
の
リ
ス
ト
に
海

腫
〕綿
訴
轟
滉
群
一

の
こ
ろ
か
ら
早
石
研
究
室‐
に
顔
を
出
一

し
西
塚
の
指
導
を
受
け
た
の
が
杢
庶

だ
ρ
・ル
九
年
に
免
疫
細
胞
だ
け
に
■

れ
、
抗
体
の
多
様
性
を
制
御
す
る
違

伝
子
を
発
見
。
昨
年
、
ト
ム
ソ
ン
社

が
選
ん
だ
最
先
瑞
技
術
領
域
で
活
曜

す
る
日
本
人
研
究
者
の
一
人
に
選
ば

れ
た
。

画
塚
や
本
庶
ら
早
石
研
か
ら
世
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つ
た
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・や
教
授
の
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別
な
く
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毎
日
一人
が
十
一一

ｉ
時
な
望
銅文
を
紹

介
し
て
い
く
。

一論
文
に
書
か
れ
て
い

る
実
験
方
法
の
妥
当
性
な
ど
を
徹
底

的
に
検
証
。
自
分
が
実
験
を
す
る
な
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一半
身
浴
の
時
は
、̈
ぬ
れ
て
ダ

メ
に
な
っ
て
も
い
い
本
を
読
む
ん

で
す
｝
―
―
。
あ
る
茎
優
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
目
に
し
た

「
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０
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